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・ 横浜市の将来推計人口（年齢３区分）

・ 観光入込客数（実人数）・観光消費額の推移

・ 観光入込客数・平均消費額の推移（宿泊）

・ 観光入込客数・平均消費額の推移（日帰り）

・ 宿泊客の宿泊数

・ 日帰り客の滞在時間

・ 旅行者の立寄箇所数（日帰り・宿泊）

・ 旅行者の居住地別割合

・ 来訪目的

・ 訪問回数

・ 季節別の旅行者数（延べ数）

・ 市内主要ホテルの平均稼働率

・ 市内の国・地域別外国人延べ宿泊者数

・ 観光公式ウェブサイト「横浜観光情報」の

ページビュー（PV）数

・ 都市別国際会議の開催件数

・ 都市別国際会議の参加者総数

・ 中大型国際会議の開催件数

・ 会場別国際会議の参加者総数

・ クルーズ船の寄港回数（港湾別）

・ 学術・研究開発機関の事業所数

・ 技術者・研究者の数

・ 訪日外国人旅行者のサステナブルに対する意向

・ 観光・MＩＣＥに関する市民意識

データ集で示す構成比の数値は表示単位未満を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100％とはならない場合があります。

データ集
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データ集

■横浜市の将来推計人口（年齢３区分）

横浜市は今後、人口減少や少子高齢化が更に進むと推計されています。

出典：横浜市「横浜市の将来人口推計 基準年人口 2015年(平成27年)国勢調査」
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データ集

■観光入込客数（実人数）・観光消費額の推移

2015～2019年（5か年）の平均観光入込客数は3,612万人であり、平均消費額は3,467億円となっています。

出典：横浜市「観光動態消費動向調査」
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出典：横浜市「観光動態消費動向調査」

データ集

■観光入込客数・平均消費額の推移（宿泊） ■観光入込客数・平均消費額の推移（日帰り）

2015～2019年（5か年）の宿泊の平均観光入込客数は499万
人であり、平均消費額は27,688円となっています。

2015～2019年（5か年）の日帰りの平均観光入込客数は
3,113万人であり、平均消費額は6,752円となっています。

出典：横浜市「観光動態消費動向調査」
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データ集

■日帰り客の滞在時間

■旅行者の立寄箇所数（日帰り・宿泊）

■宿泊客の宿泊数

■旅行者の居住地別割合

2015～2019年（５か年）の旅行者の居住地別割合の平均は、横
浜市を含む首都圏が77.4％です。

２０１５～２０19年（５か年）の日帰り客の平均滞在時間は、約５.2時
間です。

２０１５～２０19年（５か年）の旅行者の平均立寄箇所数は、日帰り
客より宿泊客の方が１箇所多い傾向です。

２０１５～２０19年（５か年）の宿泊客の平均宿泊数は、約1.3泊で
す。

出典：横浜市「観光動態消費動向調査」出典：横浜市「観光動態消費動向調査」

出典：横浜市「観光動態消費動向調査」出典：横浜市「観光動態消費動向調査」
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データ集

■来訪目的 ■訪問回数

市外在住者の来訪目的は、「飲食」が38.7％と最も高く、「遊園
地・テーマパークなどのレジャー」が36.6％、「買い物」が15.3％
となっています。

市外在住者の訪問回数は「10回以上」が50.3％と半数以上を
占めています。

■季節別の旅行者数（延べ数）

神奈川県「入込観光客調査」より横浜市作成

季節別の旅行者数は、宿泊・日帰りどちらも「冬（１２～２月）」が最も
少なく、特に日帰りは最も多い「春（３月～５月）」と比較した場合、
その差が約2.2倍です。 ※2015年３月～2020年２月の季節別平均

出典：横浜市「観光動態消費動向調査（令和４年度）」

出典：横浜市「観光動態消費動向調査（令和４年度）」
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データ集

■市内主要ホテルの平均稼働率

２０２０年に20％台まで下落した市内主要ホテル平均稼働率は、２０２２年にかけ回復傾向にあります。

出典：横浜市「横浜市内主要ホテル平均稼働率」
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データ集

■市内の国・地域別外国人延べ宿泊者数

■観光公式ウェブサイト「横浜観光情報」のページビュー（PV）数

外国人延べ宿泊者数の米国と東アジアの割合は、 ２０１５～２０19年（５か年）の平均で62.0％となっています。

出典：（公財）横浜観光コンベンション・ビューロー「横浜観光情報アクセス解析」（Google Analytics）

出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」

2020年は新型コロナの影響に伴い、約800万PVに落ち込んだものの、翌2021年から回復傾向にあります。
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データ集

■都市別国際会議の参加者総数

■都市別国際会議の開催件数

国際会議の開催件数は150～200件で推移していますが、2019年はTICADに伴う関連会議が開催されたこと等により、277件と
なりました。

パシフィコ横浜を中心に、高い収容力を有する横浜市は、国際会議の参加者総数において、国内で常に上位に位置しています。

出典：日本政府観光局(JNTO)「国際会議統計」

出典：日本政府観光局(JNTO)「国際会議統計」
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データ集

■中大型国際会議（外国人参加者数50人以上及び参加者総数300人以上）の開催件数

■会場別国際会議の参加者総数

横浜市は中大型国際会議の開催件数において、国内で常に上位に位置しています。

パシフィコ横浜は国内最大級のオールインワン複合MICE施設であり、2019年まで18年連続で国内の国際会議参加者総数が第１位と
なっています。

出典：日本政府観光局(JNTO)「国際会議統計」

出典：日本政府観光局(JNTO)「国際会議統計」
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出典：国土交通省港湾局「訪日クルーズ旅客数及びクルーズ船の寄港回数」

データ集

■クルーズ船の寄港回数（港湾別）

横浜港の寄港回数は国内で常に上位であり、2019年には過去最大の188回の実績となっています。
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データ集

■学術・研究開発機関の事業所数 ■技術者・研究者の数

出典：経済センサス活動調査（令和３年） 出典：国勢調査（令和２年）

指定都市の中では、「学術・研究開発機関の事業所数」が第１位と
なっています。

指定都市の中では、「技術者・研究者の数」が第１位となっています。
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データ集

訪日外国人旅行者は、海外旅行の訪問先や宿泊施設を検討する際、サステナブルな取組を重視する傾向があります。そのため、サステナブル
な取組による宿泊単価値上げに対して70%近くが「よいと思う」と回答しています。取組を重視する理由としては、「環境資源の保全等に配慮
したいから」「伝統・文化資産等の保護・継承に貢献したいから」の割合が高くなっています。

■訪日外国人旅行者のサステナブルに対する意向

〇サステナブルな取組を重視するか 〇サステナブルな取組による宿泊単価
値上げに対する許容について

〇サステナブルな取組を重視する理由

出典：DBJ・JTBFアジア・欧米豪「訪日外国人旅行者の意向調査(2022年)」
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データ集

〇横浜市の発展に観光・ＭＩＣＥが寄与していると思うか

【観光】横浜市の発展に観光が「寄与している」と思う割合は、
70.0％となっています。

〇横浜市が観光・ＭＩＣＥに関して評価されることを誇りに思うか

【観光】横浜市が観光に関して国内外から評価されることを誇りに
思っている割合は、62.4％となっています。

【ＭＩＣＥ】横浜市の発展にＭＩＣＥが「寄与している」と思う割合は、
42.2％となっています。

【ＭＩＣＥ】横浜市がＭＩＣＥに関して国内外から評価されることを
誇りに思っている割合は、56.0％となっています。

■観光・MＩＣＥに関する市民意識

出典：横浜市「観光・ＭＩＣＥの振興に関する市民意識調査（2022年）」
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